
今年は、穏やかなはずの元旦に、石川県能登半島を震源とするマグニチュード７．６の地震が発生

しました。まだ、安否確認もできていない人もいることや、厳しい避難所生活を余儀なくされている

方々のことを思うと、心が痛みます。１日も早く心穏やかに過ごせる日が戻ってくることを祈らずに

はいられません。私たちが住むこの地域でも、南海トラフ巨大地震が、今後３０年以内に７０％から

８０％の確率で起きると言われています。非常持ち出し袋や、いざという時の集合場所を家族と話し

合って決めておくなど、日頃より地震への備えをしっかりしておきましょう。

１２月８日～１０日に沖縄への修学旅行を実施しました。三日間晴天に恵まれ、沖縄の歴史や自然

・文化に触れ、多くの学びや、一生心に残る仲間とのたくさんの楽しい思い出ができました。沖縄の

言葉で「命どぅ宝」（命こそ宝）という言葉があります。７８年前の戦禍の中、生き抜くことができ

なかった人々の未来を、皆さんは今生きているのです。ひめゆりの塔で合掌したときの想いを、これ

からもずっと心に刻んでおいてほしいと思います。前日までインフルエンザによる学年閉鎖となり、

保護者の皆様には、大変ご心配をおかけしましたが、ご理解ご協力いただき、安心・安全な修学旅行

にすることができました。本当にありがとうございました。
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１２月２２日、生徒会本部役員改選の立ち会い演説会が行われました。会長候補に２年生か

ら６人、副会長候補に１年生から５人の皆さんが立候補し、会長候補からは、学校生活を更に

良く楽しくするため、生徒の皆さんの意見を聞き、共に変えていこうとすること、副会長候補

からは、生徒会の先輩が学校行事を盛り上げている姿を見て、「自分も誰かのために役に立つ

ことができる」「自分自身を成長させたい」という熱い思いが語られ

ました。３年生の皆さん、今まで一中をリードしてくれ、ありがと

うございました。本部役員だけでなく、全校生徒一人ひとりが一中

生徒会の一員です。新しい生徒会本部役員と協力し、先輩が残して

くれた伝統を引き継ぎ、一緒に新しい一中を創っていきましょう。


